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１ 

さ
ぬ
き
市
志
度 

志
度
は
古
代
、
造
田
郷
と
呼
ば
れ
、
早
く
か
ら
開
け
た
と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
三
年
町
村
制
の
実
施
に

よ
り
志
度
村
と
末
村
が
合
併
し
て
志
度
村
に
な
り
、
同
三
十
一
年
町
制
施
行
で
第
一
次
志
度
町
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
八
年
に
公
布
さ
れ
た
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
年
（
１
９
５

５
年
）
１
月
１
日
に
第
一
次
志
度
町
・
鴨
庄
村
・
小
田
村
が
合
併
、
翌
三
十
一
年
九
月
三
十
日
に
鴨
部
村

が
編
入
し
て
第
二
次
志
度
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
（
２
０
０
２
年
）
四
月
一
日
に
大
川
郡
津

田
町
・
大
川
町
・
志
度
町
・
寒
川
町
・
長
尾
町
の
五
町
が
合
併
し
、
現
在
は
さ
ぬ
き
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ぬ
き
市
は
、
四
国
遍
路
八
十
八
か
所
「
結け

ち

願が
ん

の
ま
ち
」
で
す
。
海
岸
の
志
度
に
は
八
十
六
番
札
所
志

度
寺
、
平
野
中
央
の
長
尾
西
に
は
八
十
七
番
札
所
長
尾
寺
、
讃
岐
山
地
の
多
和
に
は
八
十
八
番
札
所
の
大

窪
寺
が
あ
り
ま
す
。
志
度
、
長
尾
は
門
前
町
と
し
て
町
並
み
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
志
度
は
高
松
市

か
ら
十
五
㎞
、
車
で
二
十
～
三
十
分
の
距
離
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
高
徳
本
線
と
高
松
琴
平
電
鉄
の
志
度
駅
が
あ

り
ま
す
。
北
は
瀬
戸
内
海
播
磨
灘
に
面
し
、
志
度
湾
・
鴨
庄
湾
・
小
田
湾
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
国
道
十

一
号
が
ほ
ぼ
東
西
に
貫
通
し
、
東
は
さ
ぬ
き
市
津
田
町
、
西
は
高
松
市
牟
礼
町
に
接
し
て
い
ま
す
。 

 

人
口
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
末
現
在
、
五
万
四
千
六
百
三
十
人
で
そ
の
う
ち
志
度
地
区
は
二
万
千
二

百
七
十
七
人
で
す
。 
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２ 

志
度
寺
周
辺 

志
度
寺
（
補
陀
落
山

ふ

だ

ら

く

さ

ん

清
浄
光
院

し
ょ
う
じ
ょ
う
こ
う
い
ん

志
度
寺

し

ど

じ

）
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
第
八
十
六
番 

 
 

本
尊 

十
一
面
観
音
菩
薩
立
像 

美
し
い
水
を
た
た
え
る
志
度
湾
の
ほ
と
り
に
建
つ

志
度
寺
は
、
広
々
と
し
た
境
内
に
五
重
塔
が
そ
び
え

本
堂
、
大
師
堂
、
庫
裏
、
宝
物
館
が
建
っ
て
い
ま
す
。

推
古
天
皇
三
十
三
年
（
６
２
６
年
）
に
志
度
の
浦
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
霊
木
で
薗
子

そ

の

こ

と
い
う
尼
が
観
音
像

を
彫
り
、
本
尊
と
し
て
祭
ら
れ
た
こ
と
が
志
度
寺
の

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

天
武
天
皇
十
年
（
６
８
１
年
）
に
は
藤
原
不
比
等

が
伽
藍

が

ら

ん

を
建
立
し
、
「
死
渡
道
場
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

ま
た
持
統
天
皇
七
十
六
年
（
６
９
３
年
）
に
は
藤
原

房
前
（
不
比
等
の
子
）
が
堂
宇
を
建
立
し
た
と
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
創
建
は
平
安
時
代
前
期
と
考

え
ら
れ
、
四
国
管
領
細
川
頼
之
に
よ
り
保
護
さ
れ
ま

志度寺本堂（国指定重要文化財）  
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し
た
。
天
正
十
年
（
１
５
８
２
年
）
戦
乱
の
た
め
寺
院
は
焼
失
し
、
荒
廃
し
ま
す
が
、
生
駒
親
正
夫
人
教

芳
院
に
よ
る
観
音
堂
の
再
建
、
松
平
賴
重
公
に
よ
る
寄
進
（
本
堂
・
仁
王
門
）
な
ど
に
よ
り
再
興
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

本
尊
の
ほ
か
脇
士
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
の
二
体
・
絹
本
著
色
十
一
面
観
音
像
・
絹
本
著
色
志
度
寺
縁

起
図
絵
・
本
堂
・
仁
王
門
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

細
川
頼
之
に
よ
り
築
造
さ
れ
、
寄
進
さ
れ
た
曲
水
式
庭
園
は
、
水
墨
で
描
い
た
山
水
画
を
彷
彿
と
さ
せ

ま
す
。
ま
た
謡
曲
「
海
人
」
で
知
ら
れ
る
「
玉
取
り
伝
説
」
が
有
名
で
す
。 

 

本
堂
（
国
指
定 

重
要
文
化
財
） 

観
音
堂
と
も
い
い
、
桁け

た

行ゆ
き

き
七
間
、
梁
間

は

り

ま

七
間
、
入
母
屋

い

り

も

や

造
り
、
向
排

こ
う
は
い

三
間
、
本
瓦
葺
の
大
規
模
な
仏

堂
で
す
。
軸
部
が
太
く
中
世
以
来
の
密
教
仏
堂
の
伝
統
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
堂
は
仁
王
門
と
と
も
に

讃
岐
藩
主
・
松
平
賴
重
が
寛
文
十
年
（
１
６
７
１
年
）
に
寄
進
し
た
も
の
で
、
本
尊
と
と
も
に
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

山
門
（
仁
王
門 

国
指
定 

重
要
文
化
財
） 

三
つ
棟
木
と
い
う
珍
し
い
工
法
で
寛
文
十
年
（
１
６
７
０
年
）
藩
主
松
平
賴
重
公
に
よ
り
建
立
さ
れ
ま
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し
た
。 

仁
王
像
は
鎌
倉
時
代
運
慶
の
作
と
さ
れ
香
川
県
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
正
十
一
年
（
１

５
８
３
年
）
侵
攻
し
て
き
た
長
曽
我
部
軍
が
こ
の
仁
王
像
の
迫
力
に
気
お
さ
れ
、
門
の
前
で
馬
が
動
か
な

く
な
り
、
寺
は
焼
き
討
ち
を
免
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
門
の
両
側
に
は
三
ｍ
も
あ
る
大
わ
ら
じ

が
吊
り
下
げ
ら
れ
、
お
遍
路
さ
ん
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

琰
魔
堂

え

ん

ま

ど

う

と
奪だ

っ

衣え

婆
堂

ば

（
県
指
定 

有
形
文
化
財
） 

琰
魔

え

ん

ま

堂 
 

桁け
た

行ゆ
き

三
間
、
梁
間

は

り

ま

三
間
、
向
拝

こ
う

は
い

一
間
の
本
瓦
葺
宝
形
造

ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
く
り

で
す
。
垂
木
に
反
り
増
し
が
あ
り
蟇

か
え
る

股ま
た

な
ど
も
古
式

で
、
本
堂
よ
り
一
時
期
古
い
様
式
を
も
っ
て
い
ま
す
。
寺
伝
で
は
寛
文
十
一
年(

１
６
７
１
年)

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

奪だ

っ

衣え

婆ば

堂 

奪だ

っ

衣え

婆ば

と
は
三
途
の
川
の
ほ
と
り
に
い
て
、
亡
者
の
着
物
を
は
ぎ
取
る
老
婆
の
こ
と
で
す
。
は
ぎ
取
っ
た
着
物
は

衣
領
樹

い
り

ょ
う

じ
ゅ

の
上
に
い
る
懸け

ん

衣え

翁お
う

に
渡
し
、
衣
の
重
さ
に
よ
っ
て
死
後
の
処
遇
を
決
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
奪だ

っ

衣え

婆ば

堂

は
琰
魔

え

ん

ま

堂
と
ほ
ぼ
同
じ
造
り
で
す
が
、
本
堂
よ
り
新
し
く
十
八
世
紀
中
の
建
造
物
で
す
。 
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五
重
の
塔 

五
重
塔
は
昭
和
五
十
年
、
大
阪
で
成
功
し
た
竹
野
二
郎
氏
が
建
立
。

広
島
県
福
山
市
の
明
王
院
五
重
塔
（
国
宝
）
を
模
し
、
塔
の
高
さ
三

十
三
ｍ
間
口
四
．
五
ｍ
五
層
の
総
檜
つ
く
り
で
、
三
年
三
月
を
か
け
、

昭
和
五
十
年
五
月
十
八
日
に
落
慶
し
ま
し
た
。 

 

海
女
の
墓
（
さ
ぬ
き
市
指
定 

史
跡
） 

境
内
の
一
角
に
海
女
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
、
古
い
五
輪
塔
が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。
中
央
の
大

き
な
五
輪
塔
が
海
女
の
墓
と
言
わ
れ
、
左
右
の
円
柱
形
の
二
基

は
経
典
を
納
め
る
経
塚
で
す
。 

【
海
女
の
玉
と
り
伝
説
】 

天
智
天
皇
の
頃
、
亡
父
鎌
足
の
供
養
に
奈
良
興
福
寺
建
立
を

発
願
し
た
藤
原
不
比
等
は
、
唐
の
皇
帝
の
妃
で
あ
っ
た
妹
か
ら

送
ら
れ
た
三
つ
の
宝
珠
を
、
志
度
の
浦
で
龍
神
に
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
不
比
等
は
志
度
の
浦
に
身
分
を
隠
し
て
渡
り
、

土
地
の
海
女
と
夫
婦
に
な
り
一
子
房
前
を
も
う
け
ま
す
。
そ
の

五重塔  海女の墓（左右は経塚）  
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後
、
不
比
等
が
志
度
の
浦
に
来
た
理
由
を
知
っ
た
海
女
は
、
夫
の
た
め
に
玉
を
取
り
戻
そ
う
と
海
に
潜
り

ま
す
。
そ
の
代
わ
り
二
人
の
間
の
子
房
前
を
藤
原
家
の
跡
取
り
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。
海
女
か
ら

の
合
図
で
命
綱
を
引
き
上
げ
る
と
、
哀
れ
に
も
海
女
の
手
足
は
龍
に
喰
い
と
ら
れ
、
縦
横
に
切
っ
た
乳
房

の
中
に
宝
を
隠
し
て
い
た
海
女
は
不
比
人
の
腕
の
中
で
絶
命
し
ま
し
た
。
体
内
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
「
不

向
背
珠
の
珠
」
は
興
福
寺
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
後
年
大
臣
に
出
世
し
、
父
よ
り
母
の
こ
と
を
聞
か
さ
れ

た
房
前
は
、
行
基
を
連
れ
て
志
度
へ
母
の
供
養
に
訪
れ
ま
し
た
。
千
基
の
石
塔
を
建
立
し
、
堂
宇
を
建
立

し
て
、
亡
き
母
の
菩
提
を
弔
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
物
語
は

謡
曲
「
海
人
」
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

曲
水
式
庭
園 

室
町
時
代
、
代
々
四
国
管
領
・
細
川
氏
の
寄
進
に
よ
る
こ
の

庭
は
、
細
川
勝
元
が
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
三
百
坪
の
広
さ
が
あ
り
、

水
墨
画
の
山
水
画
を
彷
彿
と
さ
せ
る
景
色
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

書
院
の
庭
に
当
た
る
枯
山
水
の
「
無
染
庭
」
は
、
昭
和
を
代

表
す
る
造
園
家
重
森
三
玲
の
作
で
、
七
個
の
石
と
白
砂
で
構

成
し
、
海
女
の
玉
取
り
伝
説
の
情
景
を
現
す
庭
園
で
す
。 

曲 水 庭 園  
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自
性
院
（
微び

雲
窟

う
ん
く
つ

自
性
院

じ
し
ょ
う
い
ん

常
じ
ょ
う

楽
寺

ら

く

じ

） 
本
尊 

不
動
明
王 

本
堂
の
場
所
は
志
度
寺
の
元
御
影
堂

み

え

ど

う

（
弘
法
大
師
を
ま
つ
る
堂
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
賀
家
は
檀

家
で
あ
り
、
正
面
を
入
る
と
右
側
に
平
賀
源
内
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
平
賀
家
を
継
い
だ
末
妹
の
婿
、
権

太
夫
が
建
て
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
寺
に
は
さ
ぬ
き
の
良
寛
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
竹
林
上
人
が
、

七
代
目
の
住
職
と
し
て
就
任
し
て
い
ま
し
た
。 

竹
林
上
人
は
宝
暦
八
年
（
１
７
５
８
年
）
生
ま
れ
で
、
平
賀
源
内
よ
り
三
十
年
程
後
の
人
で
す
。
竹
が
好

き
で
竹
林
、
竹
谷
と
自
ら
号
し
ま
し
た
。
清
貧
に
甘
ん
じ
、
身
を
修
め
、
仏
の
道
を
説
い
た
聖
僧
で
も
あ

り
ま
す
。 

天
明
四
年
（
１
７
８
４
年
）
二
十
六
歳
の
時
、
院
主
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
一
年
半
で
弟
子
に
譲
り
自

ら
は
院
の
近
く
に
草
庵
を
結
び
布
教
を
は
じ
め
ま
す
。
貧
し
い
者
に
は
衣
食
を
分
け
与
え
、
不
殺
生
戒
を

重
ん
じ
、
儒
教
を
は
じ
め
書
画
、
俳
句
、
和
歌
、
算
術
、
生
花
、
茶
の
湯
な
ど
多
く
の
学
問
芸
術
に
通
じ

て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
間ま

川か
わ

地
区
に
仏
に
ち
な
ん
だ
三
十
二
の
名
勝
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
の

死
を
予
言
し
寛
政
十
二
年
（
１
８
０
０
年
）
六
月
六
日
に
入
定
、
三
十
三
回
忌
に
は
京
都
小
野
随
心
院
の

宮
よ
り
上
人
号
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 

曲 水 庭 園  
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３ 

平
賀
源
内
先
生
遺
品
館 

昭
和
五
十
四
年
、
源
内
の
偉
業
を
永
く
顕
彰
し
、
文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
平
賀
源

内
顕
彰
会
が
、
没
後
二
百
年
祭
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
築
。
源
内
焼
・
陶
器
工
夫
書
・
エ
レ
キ
テ
ル
・

薬
箪
笥
・
杉
田
玄
白
の
書
簡
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
遺
品
館
の
隣
に
は
旧
邸
が
残
さ
れ
て
お
り
、
南

側
に
は
薬
草
園
が
あ
り
ま
す
。 

遺
品
館
内
に
あ
る
大
理
石
の
胸
像
と
旧
源
内
邸
内
に
あ
る
銅
像
は
、
東
か
が
わ
市
出
身
の
作
家
小
倉
右
一

郎
（
香
川
県
立
高
松
工
芸
高
校
第
八
代
校
長
）
が
制
作
し
ま
し
た
。 

        

 

平賀源内先生遺品館 玄関  

薬 草 園  

平賀源内先生 銅 像  
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平
賀
源
内 

平
賀
源
内
は
享
保
十
三
年
（
１
７
２
８
年
）
志
度
で
生
れ
、
蘭
学
者
・
本
草
学
者
・
洋
画
の
先
駆
者
・

浄
瑠
璃
作
家
・
鉱
山
家
な
ど
多
芸
多
才
な
才
能
あ
ふ
れ
る
人
物
で
し
た
。
ま
た
源
内
は
非
常
に
多
く
の
名

前
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

成
長
過
程
に
お
い
て
四
方
吉
、
伝
次
郎
、
嘉
次
郎
、
元
内
、

源
内
、
諱

い
み
な

は
国
棟
、
国
倫
、
本
草
・
物
産
学
で
は
鳩
渓

き
ゅ
う
け
い

、
俳

諧
の
号
は
李
山

り

ざ

ん

、
戯
作
者
と
し
て
は
天
竺

て
ん
じ
く

浪
人

ろ
う
に
ん

、
風
来

ふ
う
ら
い

山
人

さ
ん
じ
ん

、

桑
津
貧

く

わ

ず

ひ

ん

楽ら
く

、
貧
家

ひ

ん

か

銭
内

ぜ
に
な
い

な
ど
、
浄
瑠
璃
作
家
と
し
て
は
福
内

ふ

く

ち

鬼
外

き

が

い

と
名
前
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。 

十
二
歳
で
軸
物
仕
立
て
の
か
ら
く
り
「
お
神
酒
天
神
」
を

作
り
ま
し
た
。
二
十
二
歳
で
父
茂
左
衛
門
の
後
を
継
ぎ
、
高

松
藩
志
度
御
蔵
番
と
な
り
、
そ
の
後
長
崎
に
遊
学
、
本
草
学

と
オ
ラ
ン
ダ
語
、
医
学
、
油
絵
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
妹
に

婿
養
子
を
迎
え
、
家
督
を
放
棄
し
自
身
は
大
阪
、
京
都
で
学

び
、
さ
ら
に
江
戸
に
出
て
本
草
学
や
漢
学
を
学
び
ま
す
。 

物
産
の
博
覧
会
を
日
本
で
始
め
て
提
唱
し
、
伊
豆
で
芒
硝

ぼ
う
し
ょ
う
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を
発
見
、
秩
父
で
は
鉱
山
の
採
掘
を
始
め
ま
す
。
江
戸
で
の
知
名
度
も
上
が
り
、
老
中
田
沼
意
次
に
も
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
杉
田
玄
白
、
大
田
南
畝
、
司
馬
江
漢
、
田
村
藍
水
、
賀
茂
真
淵
な
ど
時
代
を

彩
る
数
々
の
著
名
人
と
知
り
合
い
、
特
に
杉
田
玄
白
は
終
生
の
友
と
な
り
ま
し
た
。
安
永
八
年
十
一
月
二

人
を
誤
っ
て
殺
傷
し
投
獄
さ
れ
ま
す
。
十
二
月
十
八
日
獄
死
、
幕
府
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
た
め
、
遺

体
も
な
く
墓
碑
も
な
い
ま
ま
杉
田
玄
白
に
よ
り
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
享
年
五
十
二
歳
で
し
た
。 

 

４ 

町
並
み 

志
度
寺
か
ら
源
内
先
生
遺
品
館
ま
で
の
源
内
通
り
に
は
、
昔
の
風
情
を
残
す
建
物
や
石
灯
籠
が
、

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

志
度
寺
の
門
前
を
出
る
と
竹
林
糖
で
有
名
な
二
見
屋

が
あ
り
ま
す
。
生
姜
の
風
味
が
香
る
竹
林
糖
は
自
性
院

の
高
僧
竹
林
上
人
に
ち
な
ん
だ
お
茶
菓
子
で
す
。 

こ
ん
ぴ
ら
灯
籠
西
側
に
、
国
登
録
有
形
文
化
財
の
以

志
や
旅
館
が
あ
り
ま
す
。
漆
喰

し
っ
く
い

の
塗
り
壁
や
連
子
格
子

を
備
え
る
町
屋
造
り
の
、
古
風
で
落
ち
着
い
た
佇
ま
い

は
、
由
緒
あ
る
古
い
町
並
に
見
事
に
調
和
し
て
い
ま
す
。

新町自然石灯籠  
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う
だ
つ
の
あ
る
家
を
左
右
に
見
て
西
北
側
に
、
魚う

お

霊
堂

み

ど

う

と
い
わ
れ
る
志
度
寺
奥
の
院
地
蔵
寺
が
あ
り
ま
す
。 

地
蔵
寺
（
如
意
山

に

ょ

い

さ

ん

文
殊
院

も
ん
じ
ゅ
い
ん

地
蔵
寺

じ

ぞ

う

じ

） 
本
尊 
文
殊
菩
薩 

志
度
寺
の
奥
の
院
で
、
開
祖
は
志
度
寺
本
尊
を
開
眼

か
い
げ
ん

し
、
同
寺
を
創

建
し
た
薗
子

そ

の

こ

尼あ
ま

（
文
殊
菩
薩
の
化
身
）
で
す
。
大
和
時
代
に
、
日
本
武

の
尊
の
子
（
霊
子

れ

い

し

）
が
退
治
し
た
悪
魚
の
崇
り
を
恐
れ
、
地
蔵
菩
薩
を

祀
り
お
堂
（
魚う

お

霊
堂

み

ど

う

）
を
建
て
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
、
こ
の
寺
を

地
蔵
寺
と
称と

な

え
ま
し
た
。 

歴
史
が
古
く
て
創
建
が
何
年
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
当
寺
の
南
側
に
「
海
鵄

え
の
う
お

口く
ち

魚う
お

霊
堂

み

ど

う

」
と
刻
ん
だ
石
柱
が
あ
り
ま
す
。

幾
度
か
の
戦
火
に
遭
い
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
享
保
十
四
年
（
１
７
２
９
年
）
中
興
の
祖
、
密
英
が

出
て
三
間
四
面
の
総
欅
造
り
の
本
堂
を
再
建
し
て
か
ら
で
す
。
密
英
は
本
堂
の
建
立
に
あ
わ
せ
「
日
本
廻

国
六
十
六
体
尊
」
も
建
立
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
蔵
寺
に
は
樹
齢
は
不
明
の
樹
高
二
十
ｍ
、
幹
周
り
五
．
三
ｍ
の
柏
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。
幹

が
高
く
捩
れ
て
竜
が
天
に
昇
る
様
相
を
し
て
い
る
た
め
、
昇
竜
柏
と
呼
ば
れ
、
境
内
の
東
と
西
に
二
本
あ

り
ま
し
た
が
西
側
の
木
は
落
雷
や
台
風
に
よ
り
傾
き
が
ひ
ど
く
な
り
、
倒
れ
る
お
そ
れ
が
出
た
た
め
昭
和

地蔵寺（魚霊堂）  
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五
十
八
年
や
む
な
く
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。 

【
海
鵄

え
の
う
お

口く
ち

魚う
お

霊
堂

み

ど

う

由
来
】 

景
行
天
皇
の
頃
、
土
佐
の
海
に
大
魚
が
い
て
、
船
を
襲
い
、
人
を
喰
い
、
横
暴
の
限
り
を
尽
く
し
て
い

ま
し
た
。
景
行
天
皇
は
日
本
武
の
尊
の
子
、
霊
子

れ

い

し

に
悪
魚
退
治
を
命
じ
ま
す
。
こ
れ
を
知
っ
た
悪
魚
は
瀬

戸
内
海
に
逃
げ
込
み
、
志
度
浦
に
入
り
込
み
昼
寝
を
し
て
い
ま
し
た
。
霊
子

れ

い

し

は
五
百
の
軍
船
と
千
数
百
人

の
兵
士
を
集
め
出
発
し
ま
し
た
が
、
悪
魚
に
一
の
み
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
勇
敢
で
沈
着
な
霊
子

れ

い

し

は
策

を
め
ぐ
ら
し
、
体
内
に
あ
る
軍
船
に
火
を
つ
け
悪
魚
を
退
治
し
ま
し
た
。 

後
年
、
里
人
た
ち
が
こ
の
悪
魚
の

崇
た
た
り

を
恐
れ
、
お
堂
を
立
て
て
地
蔵
菩
薩
を
祀
っ
た
の
が
こ
の
地
蔵
堂

（
魚う

お

霊
堂

み

ど

う

）
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
あ
た
り
を
「
江
の
口
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
え
の
魚

（
悪
魚
）
の
口
を
葬
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

【
日
本
廻
国
六
十
六
体
尊
に
つ
い
て
】 

鎌
倉
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
日
本
全
国
（
北
は
陸
奥
、
出
羽
か
ら
南
は
薩
摩
、
大
隈
ま
で
の
六
十
六
カ

国
）
を
巡
る
も
っ
と
も
長
い
道
の
り
の
巡
礼
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
巡
礼
は
そ
の
神
社
、
仏
閣
の
本
尊
様

を
拝
む
こ
と
以
上
に
、
そ
の
所
在
す
る
国
を
拝
む
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
、
当
時
の
国
の
数
か
ら
六
十

六
部
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
調
査
で
は
、
こ
の
六
十
六
体
尊
を
一
堂
に
お
祭
り
し
て
い
る
の
は

全
国
的
に
も
非
常
に
珍
し
い
貴
重
な
も
の
と
わ
か
り
、
寺
で
も
寺
宝
と
し
て
大
切
に
祀
っ
て
い
ま
す
。 
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平
賀
源
内
先
生
遺
品
館
の
北
向
か
い
に
真
覚
寺
が
あ
り
ま
す
。 

真
覚
寺
（
岡
野
山

お

か

の

さ

ん

妙
法
院

み
ょ
う
ほ
う
い
ん

） 

本
尊 
阿
弥
陀
如
来 

 

《
当
寺
は
は
じ
め
天
台
宗
に
て
阿
州
に
あ
り
し
を
、
今
の
宗
に
改
め
大
内
郡
に

う
つ
り
、
ま
た
三
木
郡
に
移
り
て
新
蔵
坊
と
い
ふ
。
そ
の
後
今
の
地
に
う
つ
り
、

慶
安
八
年
今
の
寺
号
に
改
む
。
境
内
に
名
松
樹
あ
り
、
岡
の
松
と
い
へ
り
。
》
江
戸

時
代
に
編
述
さ
れ
た
「
日
本
名
所
風
俗
図
会
」
に
書
か
れ
た
真
覚
寺
の
様
子
で
す
。

既
に
こ
の
頃
か
ら
岡
の
松
は
有
名
で
、
東
京
小
岩
善
養
寺
の
影よ

う

向ご
う

の
松
と
日
本
一

を
競
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
樹
齢
六
百
年
を
経
て
、
平
成
五
年
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
真

覚
寺
は
十
五
世
紀
末
に
開
創
し
、
現
在
の
本
堂
は
文
化
二
年
の
建
築
で
す
。
岡
の
松
は
枯
れ
た
も
の
の
、

境
内
に
は
四
百
五
十
年
ほ
ど
前
に
植
え
ら
れ
た
く
す
の
き
が
、
平
成
十
六
年
の
台
風
に
よ
る
高
潮
に
よ
り

北
側
の
枝
は
切
り
落
と
し
た
も
の
の
、
今
も
し
っ
か
り
と
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

５ 

志
度
の
桐
下
駄 

さ
ぬ
き
市
志
度
は
全
国
に
誇
る
桐
下
駄
の
産
地
で
す
。
明
治
末
期
に
砂
山
房
太
郎
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
作

ら
れ
た
桐
下
駄
の
製
造
は
日
本
一
（
全
国
６
０
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
シ
エ
ア
を
誇
り
ま
す
。
桐
下
駄
の
製
造
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工
程
は
複
雑
で
、
機
械
化
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
手
仕
事
の
部
分
が
多
く
、
熟
練
し
た
職
人
の
手

に
よ
り
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
材
料
の
桐
材
は
良
質
の
新
潟
産
が
主
で
、
一
年
間
野

積
み
さ
れ
た
後
製
品
に
な
り
ま
す
。 

桐
下
駄
作
り
が
始
ま
っ
た
の
は
、
明
治
四
十
年
。
大
正
初
期
に
は
生
産
量
が
急
増
し
、

今
日
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
頃
に
最
盛
期
を
迎
え
、
月
産
二
十
万
足
、

年
商
二
億
円
に
達
し
た
そ
う
で
す
。
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
下
駄
の
需
要
が
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。 
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